


















要約 

山下家の「5 つ子」の満 6 才時の身体計測では漸次厚生省の乳幼児発育値への追いつき現

象を示しているが,第 3子のみ身長,体重とも 10 パーセンタイル以下であった。 

幼児体力検査では全体のプロフィールより全員 5才相当の体力をみせていた。 

Test of Lateralityでは利き足と利き手は全員右利きであるが利き目検査では交叉を呈し

ている児があるため再検が必要である。 

生活歴では運動,個性・社会性,情緒面より男児は男児らしく,女児は女児らしい面がみられ

ていた。リーダーシップにういては今後の観察が必要であった。 


